
議
会
だ
よ
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●
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３
年
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日
発
行
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／
長
崎
県
波
佐
見
町
議
会 

〒
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波
佐
見
町
宿
郷
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６
０
番
地
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編
集
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議
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広
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調
査
特
別
委
員
会
　  

印
刷
／
株
式
会
社
康
真
堂
印
刷

　実
り
の
秋
も
終
え
、
農
家
で
は
田

畑
に
感
謝
の
「
礼
肥
」
を
与
え
ら
れ

て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
来
春
に
大

き
な
期
待
を
抱
い
て
、「
寒
肥
」
を

与
え
ら
れ
、
新
た
な
出
発
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

　『議
会
だ
よ
り
』
も
町
民
の
皆
様

か
ら
の
貴
重
な
ご
意
見
・
ご
要
望
に

感
謝
し
な
が
ら
、
議
会
の
活
動
を
分

か
り
や
す
く
編
集
し
て
い
ま
す
。

　今
後
と
も
町
民
の
皆
様
に
ご
愛
読

い
た
だ
け
る
こ
と
を
切
に
願
い
、
広

報
委
員
一
同
、
一
層
精
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
　
　
　
　（田
添
有
喜
）

議
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別
委
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岡
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岡
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発
行
責
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者

　
編
集
後
記

傍聴者の声 ９月定例会には延べ52人の傍聴者がありました。
いただいたご意見を紹介します。

れ
い
ご
え

か
ん
ご
え

傍聴者アンケートから 傍聴者アンケートから

→ 音声がよく聞き取れなかった。
　 発言者（答弁者）によって違った。

→ ・前列の一番窓側は見づらかった。
　・議員の顔が見えにくかった。　・モニターが小さかった。

１．年代　
　　５０代男性　　１名　　　６０代男性　５名　　　７０代男性　３名　　　７０代女性　１２名

２．音声
　　○　聞きやすかった　　１３名
　　●　聞きづらかった　　　４名

３．テレビモニター
　　○　見やすかった　　　　９名
　　●　見づらかった　　　　４名

　帰宅して、ケーブルテレビで議会
を観られてよかった。生中継放送で、
議会への関心が深まると思う。

　傍聴席からは、執行部の答弁される方の
顔がよく見えません。もう少し顔を上げて
話されてはどうでしょうか。

　単なる思いつきではなく、地域や現
場の声を具体的に調査・研鑽に基づく
質問は、町当局と議員の間で、よい意
味で緊張感をもたらすと期待している。

　運転免許証を返納したいのですが川
棚警察署まで持って行かないといけま
せん。一人暮らしなので、役場で返納
手続きができないでしょうか。

　今回から生中継が実現されました。今後とも町行政全
般にケーブルテレビを活用することで、町民と町政を結
びつける一助に有効なツールとなっていくことと思う。

次回定例会は12月8日から15日までを予定しています。

1 年代 2 音声 3 テレビモニター

５０代男性

6０代男性

7０代男性

7０代女性

1名

5名

3名

12名

○  聞きやすかった　１３名
●  聞きづらかった　  ４名

○  見やすかった　　９名
●  見づらかった　　４名

→ ・音声がよく聞き取
　　れなかった。
　 ・発言者（答弁者）に
　　よって違った。

→ ・前列の一番窓側は見
　　づらかった。
　・議員の顔が見えにくか
　　った。
　・モニターが小さかった。

No.156 令和３年11月号

波佐見高校 美術・工芸科２年
宮城  楓
みやぎ かえで

今月の
はさみの人 さん

生放送・QRコードで配信

ここに
注目！

第66回 長崎県美術展覧会　デザイン部門　 知事賞　『混呂波の乱』

議会が身近に!

　コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
！

　コロナウイルスと人類との戦いをモチーフに、武者絵風に描かれた作品です。
　2020 年のコロナウイルス蔓延を象徴した図（右）と 2021 年のワクチンによる
制圧の図（左）の二対で構成されています。背景に描かれたコミカルな妖怪たちの
姿にも注目です。今年の長崎県展デザイン部門で知事賞（第１席）を受賞されました。



3 議会だより　令和3年11月　第156号 ２議会だより　令和3年11月　第156号

　今回の決算特別委員会は、議長及び議選監査委員を除く12名の委員で構成し、9月定例会
会期中3日間に渡り、審議を行いました。事業の成果や反省点、決算を踏まえて今後どのよう
に活かしていくのかなど、多くの質疑が出されました。審議の結果、令和2年度一般会計歳入
歳出決算他 6件については、全会一致で認定されました。

前
年
度
よ
り

30
億
７
４
３
８
万
円
の
増

令和2年度決算一般会計 の収支

収入支出

自
財

財

主

町税
12億8587万円

地方債
9億3806万円

県支出金
7億1602万円

国庫支出金
28億9951万円

地方交付税
20億2383万円

寄附金
17億8611万円

繰入金
  5億4342万円

諸収入
1億3786万円

その他
2億7391万円

その他
交付金等
4億1469万円

依
存

36.5％
63.5％

町民税、固定資産税、軽自
動車税など皆さんが町に納
めているお金です

行政サービスに関る
システム費用や自治
会など地域コミュニ
ティのほか財産管理
等に要するお金です

ふるさと納税が大幅増だっ
た前年度から更にアップ

自治体の規模や
人口に応じて国
から交付される
ものです

新型コロナウイルス
感染症対策事業の実
施により大幅増

医療、介護や子育
てなど福祉に使わ
れるお金です

総務費
42億1255万円

民生費
23億1106万円

農林水産費
　2億6260万円
衛生費
　3億2606万円

議会費、災害復旧費、
労働費、諸支出金
　1億1909万円

公債費
　5億5600万円

教育費
11億3028万円

土木費
7億8385万円

消防費
　5億4839万円

商工費
6億15万円

支出（使い道）  108億5003万円 （38.8%増） 収入（財源）  110億1928万円 （38.7%増）

源

源

5年間の一般会計決算の推移 前年度比の増収の主な内訳

・特別定額給付金

平成
28年度 29年度 30年度 2年度

令和
元年度

61億
4776万円

65億
6619万円

70億
3286万円

79億
4490万円

110億
1928万円

収入

主な新型コロナウイルス感染症対策事業主な新型コロナウイルス感染症対策事業

増　収　額項　目

国　庫
支出金

地方債

寄附金

繰入金

19億4165万円

3億4096万円

3億5681万円

2億4350万円

1人あたり10万円の給付金を支給

・緊急経営支援給付金
1か月の売上高などが前年同月比20%以上減少した事業所へ
一律20万円の給付金を交付

・プレミアム商品券事業
町内の経済活動活性化のため、プレミアム商品券を販売・贈呈

・事業継続支援給付金

初めての100億円台

事業活動に大きな影響を受けている事業者に対する給付金の
申請受付 プレミアム商品券



3 議会だより　令和3年11月　第156号 ２議会だより　令和3年11月　第156号

　今回の決算特別委員会は、議長及び議選監査委員を除く12名の委員で構成し、9月定例会
会期中3日間に渡り、審議を行いました。事業の成果や反省点、決算を踏まえて今後どのよう
に活かしていくのかなど、多くの質疑が出されました。審議の結果、令和2年度一般会計歳入
歳出決算他 6件については、全会一致で認定されました。

前
年
度
よ
り

30
億
７
４
３
８
万
円
の
増

令和2年度決算一般会計 の収支

収入支出

自
財

財

主

町税
12億8587万円

地方債
9億3806万円

県支出金
7億1602万円

国庫支出金
28億9951万円

地方交付税
20億2383万円

寄附金
17億8611万円

繰入金
  5億4342万円

諸収入
1億3786万円

その他
2億7391万円

その他
交付金等
4億1469万円

依
存

36.5％
63.5％

町民税、固定資産税、軽自
動車税など皆さんが町に納
めているお金です

行政サービスに関る
システム費用や自治
会など地域コミュニ
ティのほか財産管理
等に要するお金です

ふるさと納税が大幅増だっ
た前年度から更にアップ

自治体の規模や
人口に応じて国
から交付される
ものです

新型コロナウイルス
感染症対策事業の実
施により大幅増

医療、介護や子育
てなど福祉に使わ
れるお金です

総務費
42億1255万円

民生費
23億1106万円

農林水産費
　2億6260万円
衛生費
　3億2606万円

議会費、災害復旧費、
労働費、諸支出金
　1億1909万円

公債費
　5億5600万円

教育費
11億3028万円

土木費
7億8385万円

消防費
　5億4839万円

商工費
6億15万円

支出（使い道）  108億5003万円 （38.8%増） 収入（財源）  110億1928万円 （38.7%増）

源

源

5年間の一般会計決算の推移 前年度比の増収の主な内訳

・特別定額給付金

平成
28年度 29年度 30年度 2年度

令和
元年度

61億
4776万円

65億
6619万円

70億
3286万円

79億
4490万円

110億
1928万円

収入

主な新型コロナウイルス感染症対策事業主な新型コロナウイルス感染症対策事業

増　収　額項　目

国　庫
支出金

地方債

寄附金

繰入金

19億4165万円

3億4096万円

3億5681万円

2億4350万円

1人あたり10万円の給付金を支給

・緊急経営支援給付金
1か月の売上高などが前年同月比20%以上減少した事業所へ
一律20万円の給付金を交付

・プレミアム商品券事業
町内の経済活動活性化のため、プレミアム商品券を販売・贈呈

・事業継続支援給付金

初めての100億円台

事業活動に大きな影響を受けている事業者に対する給付金の
申請受付 プレミアム商品券
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令
和
２
年
度
の
決
算
を
審
議
し
ま
し

た
。
主
な
質
疑
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
歳
出
全
体
に
占
め
る
農
林
水
産
業

費
の
割
合
が
低
い
印
象
だ
が
、
農
業
へ

力
を
入
れ
た
施
策
が
で
き
な
か
っ
た
か
。

　
　
令
和
２
年
度
は
、
特
別
定
額
給
付

金
の
影
響
で
農
林
水
産
業
費
の
割
合
が

下
が
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
い
る
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

伴
う
対
策
費
の
総
額
は
。

　
　
21
億
１
５
０
０
万
円
程
。
そ
の
内

一
般
財
源
で
１
億
２
０
０
０
万
円
程
か

か
っ
て
い
る
。

　
　
ふ
る
さ
と
づ
く
り
応
援
寄
附
金
が

増
え
る
こ
と
で
交
付
税
に
影
響
し
な
い

の
か
。

　
　
影
響
は
な
い
。

　
　
基
金
の
積
立
金
は
ど
の
よ
う
な
根

拠
で
や
っ
て
い
る
か
。

　
　
財
政
調
整
基
金
は
債
権
の
利
息
収

入
。
ふ
る
さ
と
づ
く
り
応
援
基
金
は
寄

附
金
か
ら
謝
礼
品
の
経
費
を
差
し
引
い

た
残
り
の
額
。
庁
舎
建
設
基
金
は
前
年

度
の
財
政
の
や
り
繰
り
で
積
立
て
可
能

と
な
っ
た
金
額
で
あ
る
。

　
　
犯
罪
被
害
者
見
舞
金
と
は
。

　
　
犯
罪
の
被
害
者
に
ケ
ア
が
必
要
と

警
察
か
ら
要
望
が
あ
り
昨
年
条
例
を
制

定
化
し
た
も
の
。
１
件
10
万
円
。

　
　
空
き
家
・
空
き
工
房
と
し
て
把
握

し
て
い
る
の
は
何
件
か
。

　
　
平
成
30
年
度
に
調
査
し
、
１
４
８

件
把
握
し
て
い
る
。
空
き
工
房
は
調
査

し
て
い
な
い
。

　
　
他
市
で
災
害
時
に
民
生
委
員
の
死

亡
事
案
が
あ
っ
た
。

　
事
故
の
際
の
民
生
委
員
の
補
償
は
十

分
か
。

　
　
全
国
の
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
の
保
険
補
償
制
度
が
あ
り
活
用
し
て

い
る
。

　
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
育
成
事

業
補
助
金
の
算
出
根
拠
は
。

　
　
国
庫
補
助
金
を
参
考
に
セ
ン
タ
ー

と
協
議
し
計
上
し
て
い
る
。

　
　
動
物
死
体
処
理
手
数
料
と
は
。

　
　
道
路
な
ど
で
死
ん
で
い
る
小
動
物

を
回
収
す
る
際
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
支
払
う
手
数
料
で
あ
る
。

　
　
清
掃
費
ご
み
処
理
料
の
増
加
の
要

因
は
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
自
粛
も
あ
り
、

断
捨
離
で
処
分
が
増
え
た
も
の
と
考
え

る
。

　
　
町
民
霊
園
に
公
衆
ト
イ
レ
、
駐
車

場
の
整
備
は
。

　
　
防
犯
上
や
費
用
対
効
果
を
含
め
、

研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
　
若
い
担
い
手
育
成
の
手
だ
て
が
で

き
な
い
か
。

　
　
今
後
研
究
し
、
よ
り
良
い
も
の
に

し
て
い
き
た
い
。

　
　
小
規
模
農
林
事
業
費
補
助
金
は
申

請
数
に
対
し
て
漏
れ
な
く
実
施
し
た
か
。

　
　
補
助
対
象
と
な
る
申
請
に
つ
い
て

は
全
て
実
施
し
た
。

　
　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
後
ど
の
よ

う
に
周
知
す
る
の
か
。

　
　
自
治
会
を
通
じ
、
各
家
庭
に
配
布

し
て
い
る
。

　
　
波
佐
見
縦
貫
線
は
、
計
画
的
な
除

草
作
業
を
し
て
い
る
の
か
。

　
　
令
和
２
年
度
は
７
月
と
11
月
の
２

回
実
施
し
て
い
る
が
、
２
回
で
は
対
応

で
き
て
い
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

　
　
廃
石
膏
を
利
用
し
た
土
壌
改
良
剤

の
成
果
と
実
用
化
の
目
途
は
。

　
　
普
通
肥
料
と
し
て
承
認
が
得
ら
れ

る
方
向
に
あ
り
、
普
及
し
て
い
け
る
よ

う
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　
　
観
光
協
会
は
、
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
候

補
法
人
に
登
録
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

の
実
績
、
取
り
組
み
は
。

　
　
国
・
県
の
補
助
金
で
、
キ
ャ
ン
プ

イ
ベ
ン
ト
や
外
国
人
向
け
に
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
な
ど
を
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
　
備
品
購
入
費
で
冷
却
ミ
ス
ト
機
が

あ
る
。
何
台
で
ど
こ
に
配
置
さ
れ
る
の

か
。

　
　
コ
ロ
ナ
対
策
で
避
難
所
を
開
設
し

た
時
に
設
置
す
る
よ
う
４
台
購
入
し

た
。

　
　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
は
国
の

補
助
金
で
対
応
で
き
る
の
か
。

　
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
、３
分
の
２
、

モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
は
２
分
の
１
が
補

助
事
業
で
あ
る
。
維
持
管
理
に
つ
い
て

は
国
の
補
助
は
な
い
。

　
　
学
校
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
事
業
は

令
和
２
年
度
事
業
で
あ
る
が
３
年
度
に

繰
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越
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現
在
ど
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。
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た
め
。
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。
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。
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。
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の
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よ
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。
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令
和
２
年
度
の
決
算
を
審
議
し
ま
し

た
。
主
な
質
疑
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
歳
出
全
体
に
占
め
る
農
林
水
産
業

費
の
割
合
が
低
い
印
象
だ
が
、
農
業
へ

力
を
入
れ
た
施
策
が
で
き
な
か
っ
た
か
。

　
　
令
和
２
年
度
は
、
特
別
定
額
給
付

金
の
影
響
で
農
林
水
産
業
費
の
割
合
が

下
が
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
い
る
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

伴
う
対
策
費
の
総
額
は
。

　
　
21
億
１
５
０
０
万
円
程
。
そ
の
内

一
般
財
源
で
１
億
２
０
０
０
万
円
程
か

か
っ
て
い
る
。

　
　
ふ
る
さ
と
づ
く
り
応
援
寄
附
金
が

増
え
る
こ
と
で
交
付
税
に
影
響
し
な
い

の
か
。

　
　
影
響
は
な
い
。

　
　
基
金
の
積
立
金
は
ど
の
よ
う
な
根

拠
で
や
っ
て
い
る
か
。

　
　
財
政
調
整
基
金
は
債
権
の
利
息
収

入
。
ふ
る
さ
と
づ
く
り
応
援
基
金
は
寄

附
金
か
ら
謝
礼
品
の
経
費
を
差
し
引
い

た
残
り
の
額
。
庁
舎
建
設
基
金
は
前
年

度
の
財
政
の
や
り
繰
り
で
積
立
て
可
能

と
な
っ
た
金
額
で
あ
る
。

　
　
犯
罪
被
害
者
見
舞
金
と
は
。

　
　
犯
罪
の
被
害
者
に
ケ
ア
が
必
要
と

警
察
か
ら
要
望
が
あ
り
昨
年
条
例
を
制

定
化
し
た
も
の
。
１
件
10
万
円
。

　
　
空
き
家
・
空
き
工
房
と
し
て
把
握

し
て
い
る
の
は
何
件
か
。

　
　
平
成
30
年
度
に
調
査
し
、
１
４
８

件
把
握
し
て
い
る
。
空
き
工
房
は
調
査

し
て
い
な
い
。

　
　
他
市
で
災
害
時
に
民
生
委
員
の
死

亡
事
案
が
あ
っ
た
。

　
事
故
の
際
の
民
生
委
員
の
補
償
は
十

分
か
。

　
　
全
国
の
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
の
保
険
補
償
制
度
が
あ
り
活
用
し
て

い
る
。

　
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
育
成
事

業
補
助
金
の
算
出
根
拠
は
。

　
　
国
庫
補
助
金
を
参
考
に
セ
ン
タ
ー

と
協
議
し
計
上
し
て
い
る
。

　
　
動
物
死
体
処
理
手
数
料
と
は
。

　
　
道
路
な
ど
で
死
ん
で
い
る
小
動
物

を
回
収
す
る
際
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
支
払
う
手
数
料
で
あ
る
。

　
　
清
掃
費
ご
み
処
理
料
の
増
加
の
要

因
は
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
自
粛
も
あ
り
、

断
捨
離
で
処
分
が
増
え
た
も
の
と
考
え

る
。

　
　
町
民
霊
園
に
公
衆
ト
イ
レ
、
駐
車

場
の
整
備
は
。

　
　
防
犯
上
や
費
用
対
効
果
を
含
め
、

研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
　
若
い
担
い
手
育
成
の
手
だ
て
が
で

き
な
い
か
。

　
　
今
後
研
究
し
、
よ
り
良
い
も
の
に

し
て
い
き
た
い
。

　
　
小
規
模
農
林
事
業
費
補
助
金
は
申

請
数
に
対
し
て
漏
れ
な
く
実
施
し
た
か
。

　
　
補
助
対
象
と
な
る
申
請
に
つ
い
て

は
全
て
実
施
し
た
。

　
　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
後
ど
の
よ

う
に
周
知
す
る
の
か
。

　
　
自
治
会
を
通
じ
、
各
家
庭
に
配
布

し
て
い
る
。

　
　
波
佐
見
縦
貫
線
は
、
計
画
的
な
除

草
作
業
を
し
て
い
る
の
か
。

　
　
令
和
２
年
度
は
７
月
と
11
月
の
２

回
実
施
し
て
い
る
が
、
２
回
で
は
対
応

で
き
て
い
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

　
　
廃
石
膏
を
利
用
し
た
土
壌
改
良
剤

の
成
果
と
実
用
化
の
目
途
は
。

　
　
普
通
肥
料
と
し
て
承
認
が
得
ら
れ

る
方
向
に
あ
り
、
普
及
し
て
い
け
る
よ

う
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　
　
観
光
協
会
は
、
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
候

補
法
人
に
登
録
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

の
実
績
、
取
り
組
み
は
。

　
　
国
・
県
の
補
助
金
で
、
キ
ャ
ン
プ

イ
ベ
ン
ト
や
外
国
人
向
け
に
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
な
ど
を
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
　
備
品
購
入
費
で
冷
却
ミ
ス
ト
機
が

あ
る
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何
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で
ど
こ
に
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置
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れ
る
の

か
。
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ロ
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開
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し
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時
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４
台
購
入
し

た
。
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第５号

第６号

歳入 (地方交付税  1 億1742万円 国庫支出金　  1242万円
　　　　　寄付金  1 億円  基金繰入金　  7520万円　他）
歳出 (総務管理費  1 億4097万円 民生費  8051万円　　土木費  4336万円
　　　　　衛生費  　　1529万円 農林水産業費  1033万円　他）

歳入 (基金繰入金  　　6000万円 )
歳出 ( 災害復旧費  　　6000万円 )

6議会だより　令和3年11月　第156号7 議会だより　令和3年11月　第156号

令和3年度一般会計補正予算（第３･４･５･６号）

城後　  光  議員
　非常に緊急性のある案件であり、切れ
目のない支援を行うためという理由は十
分理解できるし、臨時会は必要に応じて
招集されている。7月にも開催された。

今井  泰照  議員
　関係課は多忙だったはずなので、臨時
会の開催は無理だと判断したことに同意
する。

藤川  法男  議員
　議会で審議せず予算化するのはよくない
が、コロナ禍で飲食店は疲弊しており、本件
は措置を急ぐ案件である。
　議会と行政は互いを尊重して事を解決して
いくべきだ。

三石　孝  議員
　議会の審議を経て決定すべき案件であ
り臨時会を招集すべきだった。
　専決処分の要件となる「時間的余裕が
ないことが明らかであると認めるとき」
に当たらない。

脇坂  正孝  議員
　内容には賛成だが、臨時会を開催する暇が
なかったかは疑問である。
　専決処分の乱発にならないよう、手続きを
踏んでもらいたい。 

北村  清美  議員
　商店街を切れ目なく支援する、災害復旧を
急ぐという内容の案件であり、専決処分は当
然である。

第３号
（専決処分）

第４号
（専決処分）

歳入 (県補助金　 　2650 万円   基金繰入金　　　150万円）   
歳出 ( 商工振興費　2650万円   環境衛生費　　　150万円）   

歳入 ( 県補助金　　2600万円　　  基金繰入金 1億5100万円）   
歳出 ( * 商工振興費 5700万円 　** 災害復旧費 1億2000万円）   

討 論
＊　　営業時間短縮協力金の第Ⅲ期分 (9/7 ～ 9/20）が見込みで計上されたもの
　　　ですが、実際には、9/12 までの支給となりました。
＊＊　内訳は、農地農業用施設69か所、林道施設 5か所、公共土木施設23か所、
　　　公共施設1か所、の測量設計委託料が主です。なお、激甚災害に指定される
　　　と国からの補助があります。  

承認

可決

賛成

賛成

反対

賛成

賛成

反対

( 注 ) 金額は全て補正額。第 5号は千円以下切り捨て。

＊補正予算第６号が可決され、
　令和 3年度一般会計予算の歳入歳出額は、それぞれ91億6000万円となっています。

7月臨時会　議案審議9月定例会　議案審議
令和3年度一般会計補正予算（第2号）

・国庫支出金・諸収入　　　　　  　600万円

・ふるさとづくり応援基金繰入金　4500万円

・波佐見高等学校支援事業  　　　　     　　 事業合計額  1000万円

・入学支援金　　　　　750 万円（1人  町内 10万円・町外 5万円）
・大学等受験料補助金　150 万円（1人  3 万円上限）
・部活動遠征費補助金　100 万円

・学校給食支援事業　　  　　　　  　事業合計額  1400万円

・小学生　合計　878 万 2200 円（1人  4200円×3 か月×697名）
・中学生　合計　513 万円　　  　（1人  5000円×3 か月×342名）

・学生等臨時応援商品券支給事業　  　事業予定額  1640万円

・大学（院）・短大・専門学校生など対象
　コロナ禍での生活支援物品購入のための商品券　1 人 5 万円分を配布

・経営継承・発展等支援事業　　　　
　　　　　　　      200万円

・伝習館
　内装改修工事　　　
　　　　790万円

・夏季休業中教材費　　　　
　　　　070万円

補正額　5100万円
歳入

歳出

（9・10・11月減免）

反対

三石　　孝  議員
　魅力づくりのための機材や
設備の整備に財政的支援を行
うべき。現金給付の支援策は
熟慮されたとは言えない。

田添　有喜  議員
　まず町が何にお金を使うべ
きかを考えてほしい。支援に
は賛同だが、現金支給が子ど
もの進路決定を左右すること
に危険性を感じる。

賛成

脇坂　正孝  議員
　県内自治体でも地元高校への
支援が実施されている。また、
本施策は同校存続発展にとって
の必要経費で、保護者の負担軽
減にもつながると考える。

岡村 真由美  　とにかく「今」支援しない
といけない問題であり、志
願者を少しでも増やす手

立てになるのではと考える。一人でも多く生徒
を集めて切磋琢磨の機会を与えてほしい。

尾上　和孝  議員
　同校の定員割れや学校統合
の問題にとどまらず、本町基
幹産業である窯業界の10年20
年、さらにその先を見据えた
支援であると考える。

予算案の中の 波佐見高等学校支援事業 について、７名が討論しました。

議員

岡村　達馬  　高校存続の危機は土地
などの評価を下げる恐れ
があり、経済・地域活性化

の観点からも損失になりうる。魅力あるまちづ
くりへの影響が大きく、支援策に賛成する。

議員

城後　　光  　行ける学校を選ぶ生徒
は一定数おり、本策を志
望校の検討材料にする家

庭はある。対策を打ったから存続できたと
言えるきっかけになると信じている。

議員

中央小学校施設長寿命化改修工事
（2工区）請負契約の締結について
　　　　　　  事業費 9622万8000円

波佐見町使用料及び手数料条例の一部を
改正する条例

外壁等改修（防水・塗装）・人工芝張替

制度改正により住民基本台帳カードの発行団体が地方公共団体情報
システム機構に明確化され、再交付申請手数料が直接機構に納付さ
れるようになるため、町の交付手数料については削除するもの。

可決 可決

可決

討 論

いとま
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　関係課は多忙だったはずなので、臨時
会の開催は無理だと判断したことに同意
する。

藤川  法男  議員
　議会で審議せず予算化するのはよくない
が、コロナ禍で飲食店は疲弊しており、本件
は措置を急ぐ案件である。
　議会と行政は互いを尊重して事を解決して
いくべきだ。

三石　孝  議員
　議会の審議を経て決定すべき案件であ
り臨時会を招集すべきだった。
　専決処分の要件となる「時間的余裕が
ないことが明らかであると認めるとき」
に当たらない。

脇坂  正孝  議員
　内容には賛成だが、臨時会を開催する暇が
なかったかは疑問である。
　専決処分の乱発にならないよう、手続きを
踏んでもらいたい。 

北村  清美  議員
　商店街を切れ目なく支援する、災害復旧を
急ぐという内容の案件であり、専決処分は当
然である。

第３号
（専決処分）

第４号
（専決処分）

歳入 (県補助金　 　2650 万円   基金繰入金　　　150万円）   
歳出 ( 商工振興費　2650万円   環境衛生費　　　150万円）   

歳入 ( 県補助金　　2600万円　　  基金繰入金 1億5100万円）   
歳出 ( * 商工振興費 5700万円 　** 災害復旧費 1億2000万円）   

討 論
＊　　営業時間短縮協力金の第Ⅲ期分 (9/7 ～ 9/20）が見込みで計上されたもの
　　　ですが、実際には、9/12 までの支給となりました。
＊＊　内訳は、農地農業用施設69か所、林道施設 5か所、公共土木施設23か所、
　　　公共施設1か所、の測量設計委託料が主です。なお、激甚災害に指定される
　　　と国からの補助があります。  

承認

可決

賛成

賛成

反対

賛成

賛成

反対

( 注 ) 金額は全て補正額。第 5号は千円以下切り捨て。

＊補正予算第６号が可決され、
　令和 3年度一般会計予算の歳入歳出額は、それぞれ91億6000万円となっています。

7月臨時会　議案審議9月定例会　議案審議
令和3年度一般会計補正予算（第2号）

・国庫支出金・諸収入　　　　　  　600万円

・ふるさとづくり応援基金繰入金　4500万円

・波佐見高等学校支援事業  　　　　     　　 事業合計額  1000万円

・入学支援金　　　　　750 万円（1人  町内 10万円・町外 5万円）
・大学等受験料補助金　150 万円（1人  3 万円上限）
・部活動遠征費補助金　100 万円

・学校給食支援事業　　  　　　　  　事業合計額  1400万円

・小学生　合計　878 万 2200 円（1人  4200円×3 か月×697名）
・中学生　合計　513 万円　　  　（1人  5000円×3 か月×342名）

・学生等臨時応援商品券支給事業　  　事業予定額  1640万円

・大学（院）・短大・専門学校生など対象
　コロナ禍での生活支援物品購入のための商品券　1 人 5 万円分を配布

・経営継承・発展等支援事業　　　　
　　　　　　　      200万円

・伝習館
　内装改修工事　　　
　　　　790万円

・夏季休業中教材費　　　　
　　　　070万円

補正額　5100万円
歳入

歳出

（9・10・11月減免）

反対

三石　　孝  議員
　魅力づくりのための機材や
設備の整備に財政的支援を行
うべき。現金給付の支援策は
熟慮されたとは言えない。

田添　有喜  議員
　まず町が何にお金を使うべ
きかを考えてほしい。支援に
は賛同だが、現金支給が子ど
もの進路決定を左右すること
に危険性を感じる。

賛成

脇坂　正孝  議員
　県内自治体でも地元高校への
支援が実施されている。また、
本施策は同校存続発展にとって
の必要経費で、保護者の負担軽
減にもつながると考える。

岡村 真由美  　とにかく「今」支援しない
といけない問題であり、志
願者を少しでも増やす手

立てになるのではと考える。一人でも多く生徒
を集めて切磋琢磨の機会を与えてほしい。

尾上　和孝  議員
　同校の定員割れや学校統合
の問題にとどまらず、本町基
幹産業である窯業界の10年20
年、さらにその先を見据えた
支援であると考える。

予算案の中の 波佐見高等学校支援事業 について、７名が討論しました。

議員

岡村　達馬  　高校存続の危機は土地
などの評価を下げる恐れ
があり、経済・地域活性化

の観点からも損失になりうる。魅力あるまちづ
くりへの影響が大きく、支援策に賛成する。

議員

城後　　光  　行ける学校を選ぶ生徒
は一定数おり、本策を志
望校の検討材料にする家

庭はある。対策を打ったから存続できたと
言えるきっかけになると信じている。

議員

中央小学校施設長寿命化改修工事
（2工区）請負契約の締結について
　　　　　　  事業費 9622万8000円

波佐見町使用料及び手数料条例の一部を
改正する条例

外壁等改修（防水・塗装）・人工芝張替

制度改正により住民基本台帳カードの発行団体が地方公共団体情報
システム機構に明確化され、再交付申請手数料が直接機構に納付さ
れるようになるため、町の交付手数料については削除するもの。

可決 可決

可決

討 論

いとま
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委員会
レポー

ト委員会
レポー

ト

産業厚生委員会委員会
レポー

ト

　総務文教委員会は、７月から９月にかけ、
総務課、税務課、教育委員会の事務につい
て４回にわたり調査を実施した。その中で、
８月３日に通学路の安全対策を議題に現地
調査をした。
　小学校の通学路は、各小学校で児童の自

宅から学校まで、それぞれ指定されている。
　今回は、平成３０年度に各小学校の保護
者アンケートで危険箇所として指摘された
全７１箇所中１０箇所で実施した。うち、
２箇所は、道幅が狭く暗かったので、道路
事情の変遷により安全な経路に変更してい
いのではないかと改善を求めた。これにつ
いては、教育委員会も学校に働きかけを
行っているとのことであった。

　 9月議会定例会から、波佐見ケーブルテ
レビの協力により、一般質問、決算特別委
員会審議及び議案審議を生中継しました。
また、一般質問の動画配信を開始し、本誌
掲載の QR コードを読み取り、動画をご覧
いただけます。
　今後も、定例会及び臨時会の審議の中継
及び録画配信を行う予定です。
　町民に開かれた議会に向けて、今後一層

取り組みを進めてまいります。
　また、行政分野で情報化が進んでいるた
め、本町議会においてもタブレット端末を
活用したペーパーレス化に取り組んでいき
ます。
　コロナ禍で、皆様と直接接する機会が限
定されていますが、今後感染対策を徹底し
ながら、意見聴取ができないか、各委員会
にて検討していきます。

　
　「農林課の調査内容」

（1）小規模農林事業について

　① 農業用用排水整備
　② 暗渠排水等整備
　③ 農林道整備
　④ 溜池等整備
　⑤ 農地等災害復旧事業
　これらの事業について、一定の基準
に基づき助成が行われている。

《委員からの提言・改善点》　
・複数年にまたがる事業は、一度の申請

で対応すること。
・採択基準に関係戸数２戸以上とあるが
農業者の減少は著しく、関係戸数の条
件を撤廃すること。

・災害復旧事業を行う場合は、地元任せ
にならないよう手続面で、積極的に協
力すること。

（2）農業振興政策について

《委員からの提言・改善点》
　無策での現状突破は難しい、大胆な
政策の実施が必要。

　産業厚生委員会は、６月３０日に農林課・商工観光課、８月１９日に長寿
支援課・水道課の調査を行った。

・令和３年度一般会計補正予算（第２号）
・波佐見町使用料及び手数料条例の一部を改正
する条例
・中央小学校学校施設長寿命化改修工事（２工区）
請負契約
・令和３年度一般会計補正予算（第３号）
・令和３年度一般会計補正予算（第４号）
・令和３年度一般会計補正予算（第５号、第６号）
・令和３年度特別会計補正予算
　　介護保険（第１号）、公共下水道（第１号）
・令和３年度上水道事業会計補正予算（第１号）
・波佐見町国民健康保険条例の一部を改正する
条例
・波佐見町介護保険条例の一部を改正する条例
・財産の取得について
・令和２年度一般会計
・令和２年度特別会計
　国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険、
　公共下水道
・令和２年度企業会計
　　上水道、工業用水道
・波佐見町道路線の廃止について
・波佐見町道路線の認定について
・人権擁護委員候補者の推薦
・波佐見町議会会議規則の一部を改正する規則

補正予算

補正予算

条例

条例

人事

その他

発議

契約

専決
処分

補正
予算

決算

尾
上
　和
孝

今
井
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照
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川
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　光

福
田
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岡
村
　達
馬

田
添
　有
喜

岡
村
真
由
美

澤
田
　昭
則

会議の
結　果

承認
承認

○○○○○●○○○○●○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○

可決

可決

可決

可決
異議はない

可決
及び
認定

認定

○○○○○○○○○○○○○ 可決

○○○○○○○○○○○○○
○○○●○●○○○○○○○

可決

可決

可決

賛 否 表
◯賛成　●反対　※議長は採決に加わりません。

Q Rコードを
読み込み、一
般質問の動画
をご覧くださ
い。

Q Rコードを
読み込み、一
般質問の動画
をご覧くださ
い。

議
員
名

９
　
月
　
定
　
例
　
会

７
月
臨
時
会

議席
No. 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

通学路の現地調査の様子

議会の
生中継の
様子
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委員会
レポー

ト委員会
レポー

ト

産業厚生委員会委員会
レポー

ト

　総務文教委員会は、７月から９月にかけ、
総務課、税務課、教育委員会の事務につい
て４回にわたり調査を実施した。その中で、
８月３日に通学路の安全対策を議題に現地
調査をした。
　小学校の通学路は、各小学校で児童の自

宅から学校まで、それぞれ指定されている。
　今回は、平成３０年度に各小学校の保護
者アンケートで危険箇所として指摘された
全７１箇所中１０箇所で実施した。うち、
２箇所は、道幅が狭く暗かったので、道路
事情の変遷により安全な経路に変更してい
いのではないかと改善を求めた。これにつ
いては、教育委員会も学校に働きかけを
行っているとのことであった。

　 9月議会定例会から、波佐見ケーブルテ
レビの協力により、一般質問、決算特別委
員会審議及び議案審議を生中継しました。
また、一般質問の動画配信を開始し、本誌
掲載の QR コードを読み取り、動画をご覧
いただけます。
　今後も、定例会及び臨時会の審議の中継
及び録画配信を行う予定です。
　町民に開かれた議会に向けて、今後一層

取り組みを進めてまいります。
　また、行政分野で情報化が進んでいるた
め、本町議会においてもタブレット端末を
活用したペーパーレス化に取り組んでいき
ます。
　コロナ禍で、皆様と直接接する機会が限
定されていますが、今後感染対策を徹底し
ながら、意見聴取ができないか、各委員会
にて検討していきます。

　
　「農林課の調査内容」

（1）小規模農林事業について

　① 農業用用排水整備
　② 暗渠排水等整備
　③ 農林道整備
　④ 溜池等整備
　⑤ 農地等災害復旧事業
　これらの事業について、一定の基準
に基づき助成が行われている。

《委員からの提言・改善点》　
・複数年にまたがる事業は、一度の申請

で対応すること。
・採択基準に関係戸数２戸以上とあるが
農業者の減少は著しく、関係戸数の条
件を撤廃すること。

・災害復旧事業を行う場合は、地元任せ
にならないよう手続面で、積極的に協
力すること。

（2）農業振興政策について

《委員からの提言・改善点》
　無策での現状突破は難しい、大胆な
政策の実施が必要。

　産業厚生委員会は、６月３０日に農林課・商工観光課、８月１９日に長寿
支援課・水道課の調査を行った。

・令和３年度一般会計補正予算（第２号）
・波佐見町使用料及び手数料条例の一部を改正
する条例
・中央小学校学校施設長寿命化改修工事（２工区）
請負契約
・令和３年度一般会計補正予算（第３号）
・令和３年度一般会計補正予算（第４号）
・令和３年度一般会計補正予算（第５号、第６号）
・令和３年度特別会計補正予算
　　介護保険（第１号）、公共下水道（第１号）
・令和３年度上水道事業会計補正予算（第１号）
・波佐見町国民健康保険条例の一部を改正する
条例
・波佐見町介護保険条例の一部を改正する条例
・財産の取得について
・令和２年度一般会計
・令和２年度特別会計
　国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険、
　公共下水道
・令和２年度企業会計
　　上水道、工業用水道
・波佐見町道路線の廃止について
・波佐見町道路線の認定について
・人権擁護委員候補者の推薦
・波佐見町議会会議規則の一部を改正する規則

補正予算

補正予算

条例

条例

人事

その他
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岡村　達馬 議員城後　 光 議員

　コロナ禍で学校
生活や学習に支障
をきたしている。
　大雨による災害復旧も喫緊

の課題である。
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コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で
、
教
職

員
の
貴
重
な
経
験
や
指
導
が
生

か
せ
な
い
状
況
に
あ
る
。

日
常
の
学
校
生
活
や
密

に
な
り
が
ち
な
体
育
や

ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
の
対
策
は
。

飛
沫
感
染
を
避
け
る
た

め
、
直
接
接
触
を
し
な

い
。
手
洗
い

を
徹
底
す
る

な
ど
基
本
的

な
対
策
に
取

り
組
ん
で
い

る
。

体
調
の
変
化
や
健
康
状

態
の
把
握
は
。

家
庭
と
情
報
共
有
を
行

い
、
検
温
・
健
康
観
察

な
ど
で
体
調
の
把
握
に
努
め
て

い
る
。

県
中
学
学
力
調
査
で
は
、

微
小
で
は
あ
る
が
県
平

均
を
下
回
っ
て
い
る
。
向
上
を

図
る
た
め
の
対
策
は
。

学
力
向
上
に
は
多
角
的

な
取
り
組
み
や
学
力
調

査
の
分
析
な
ど
の
対
策
が
必
要
。

　
８
月
の
豪
雨
に
よ
り
、
公
共

施
設
や
農
地
、
林
道
災
害
が
多

数
発
生
し
た
。

早
急
に
町
単
独
事
業
で

も
復
旧
工
事
を
行
う
被

災
地
は
あ
る
の
か
。

生
活
道
路
確
保
の
た

め
、
町
道
三
ノ
股
線
で

２
か
所
行
っ
た
。

災
害
関
連
事
業
等
へ
の

取
り
組
み
が
考
え
ら
れ

る
か
。

現
在
の
被
災
状
況
を
見

る
限
り
は
考
え
て
い
な

い
。

災
害
復
旧
業
務
に
対
し

て
の
課
内
外
か
ら
の
応

援
ま
た
は
災
害
復
旧
係
等
の
必

要
性
は
感
じ
る
か
。

建
設
課
、
農
林
課
の
職

員
総
出
で
災
害
対
応
業

務
を
行
っ
て
い
る
。
場
合
に

よ
っ
て
は
他
自
治
体
か
ら
の
職

員
派
遣
等
の
協
力
要
請
も
考
え

て
い
る
。

　
大
規
模
な
自
然
災
害
が
発
生

し
た
場
合
、
同
一
現
場
の
情
報

を
複
数
か
ら
通
報
さ
れ
る
場
合

が
あ
る
。８

月
の
災
害
に
お
い

て
、
役
場
内
で
は
ど
の

よ
う
に
被
災
状
況
を
共
有
し
た

の
か
。

自
治
会
や
住
民
か
ら
寄

せ
ら
れ
る
電
話
を
各
担

当
部
署
が
受
け
付
け
、
担
当
者

が
現
地
で
状
況
を
確
認
す
る
。

１
日
分
を
建
設
課
・
農
林
課
が

一
つ
の
地
図
に
ま
と
め
情
報
共

有
を
行
っ
た
。

同
一
箇
所
の
災
害
現
場

を
複
数
の
担
当
者
で
確

認
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

情
報
の
一
元
化
を
行
い
、
職
員

全
体
で
共
有
す
る
仕
組
み
を
検

討
で
き
な
い
か
。

災
害
情
報
共
有
の
仕
組

み
に
つ
い
て
は
、
事
務

効
率
化
の
た
め
に
も
検
討
を
行

い
た
い
。

　
デ
ジ
タ
ル
庁
が
発
足
し
、
国

を
挙
げ
て
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
向

け
た
取
組
が
進
む
。
自
治
体
に

お
い
て
も
急
務
で
あ
る
。

役
場
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用

推
進
の
た
め
に
、
専
門

人
材
の
派
遣
を
受
け
る
考
え
は

な
い
か
。総

務
省
な
ど
か
ら
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
な
ど

が
示
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
状

況
を
み
な
が
ら
検
討
し
て
い
き

た
い
。

指
定
避
難
所
と
な
る
公

共
施
設
に
公
衆W

i-Fi

を
導
入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

想
定
外
の
災
害
が
頻
発

す
る
現
状
を
踏
ま
え
、

避
難
者
へ
の
配
慮
の
た
め
前
向

き
に
検
討
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

議員議員議員議員

議員 議員

前向きに検討し
たい

指定避難所への
Wi-Fi 設置を

議員議員 町長町長町長町長

町長

縮小、延期の学校行事

被災した町道開田線（鬼木郷）

※は掲載項目です

町長

あらゆる対応を
急ぎたい

大雨による災害復旧を　　　　急げ

町長

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

議員議員

町長

町長

つぶ
　やき

豪雨で通行止めの町道中居山線（井石郷）

9月
定例会

11人が登壇
一般質問
11人が登壇
一般質問

9月定例会会議録は、11月下旬ごろ
町ホームページに掲載します。

https://www.town.hasami.lg.jp
QR コードを読み取ると各議員の動画が見られます。

ページ 議員名 質問項目

14
・
15

16
・
17

10
・
11

12
・
13

岡村 達馬

城後　 光

田添 有喜

藤川 法男

北村 清美

横山 聖代

澤田 昭則

脇坂 正孝

岡村真由美

尾上 和孝

三石 　孝

※・コロナ下の学校生活及び学習指導
　・通学路の安全対策
※・８月豪雨による公共土木災害、農林
　　業災害の状況

※・自然災害対応
※・インターネット環境の推進
　・イノシシを中心とした有害鳥獣捕獲

※・教育行政
※・防災行政

※・安心安全なまちづくり対策
　・新庁舎建設事業
　・シルバー人材センターの支援

　・８月豪雨による被害状況等
※・高齢者対策
　・住環境整備対策

※・広報のあり方
※・安全を確保するための避難所運営

※・新型コロナ対策
※・川棚高校の支援策
※・町営住宅の環境整備

※・教育委員会事務局の新庁舎移転
　・小中学校施設の整備
　・公有地の環境整備

※・８月の記録的大雨
　・町道及びその法面の除草
※・波佐見高校存続のための支援策

※・波佐見町講堂の活用

※・西ノ原土地区画整理事業

　町ホームページ
は更新頻度が増し
アクセスが大きく
伸びている。

　もっと見やすい
ページになるよう
努力してほしい。

つぶ
　やき

教育長

教育長 教育長
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る
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コ
ロ
ナ
禍
で
地
場
産
業
の
売

上
不
振
が
続
き
支
援
が
求
め
ら

れ
る
。

窯
業
は
各
イ
ベ
ン
ト
中

止
や
大
型
店
舗
の
時
短

営
業
な
ど
、
そ
の
影
響
は
深
刻

で
あ
る
。
本
町
と
し
て
の
支
援

策
は
。

国
・
県
の
支
援
と
し
て
、

展
示
会
の
助
成
な
ど
は

あ
る
が
、
採
択
率
が
悪
い
。
創

意
工
夫
す
る
企
業
に
は
助
成
も

考
え
た
い
。
ま
た
、
来
期
の
陶

器
ま
つ
り
が
中
止
の
場
合
の
費

用
は
支
援
し
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
で
農
産
物
の

価
格
が
下
が
り
、
何
ら

か
の
支
援
が
必
要
と
思
う
が
ど

う
か
。

農
産
物
の
売
り
上
げ
が

減
少
し
農
業
経
営
に
影

響
を
及
ぼ
す
場
合
、
国
・
県
の

事
業
も
利
用
し
な
が
ら
町
独
自

の
支
援
も
検
討
し
た
い
。

　
８
月
の
豪
雨
に
よ
る
土
砂
災

害
な
ど
が
各
地
で
発
生
し
、
行

政
や
自
治
会
な
ど
で
の
被
害
の

確
認
作
業
が
行
わ
れ
た
。

８
月
の
豪
雨
災
害
の
復

旧
計
画
は
関
係
者
に
早

急
に
示
し
て
ほ
し
い
。
特
に
林

道
金
屋
線
や
鬼
木
地
区
の
復
旧

が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
ど
う

か
。

町
の
単
独
事
業
は
難
し

い
。
林
道
金
屋
線
の
上

部
は
林
道
災
害
、
中
間
部
は
治

山
事
業
、
下
部
の
農
地
は
災
害

復
旧
事
業
の
三
区
分
で
行
う
。

ま
た
、
大
鬼
木
地
区
な
ど
の
地

滑
り
は
、
今
年
度
は
国
・
県
が

調
査
し
、
次
年
度
か
ら
本
格
工

事
に
入
る
。

　
今
後
、
人
口
減
少
と
高
齢
者

の
割
合
増
加
が
急
速
に
進
む
。

誰
も
が
波
佐
見
町
に
住
ん
で
よ

か
っ
た
と
思
え
る
施
策
の
一
つ

と
し
て
、
他
の
自
治
体
に
な
い

高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
ま
ち

づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

　

本
年
度
か
ら
高
齢
者
タ

ク
シ
ー
利
用
券※

が
配

布
さ
れ
て
い
る
が
対
象
者
は
。

※

２
０
０
円
券
60
枚

　（
１
万
２
０
０
０
円
分
）

対
象
は
、 

①
75
歳
以
上

②
町
内
に
住
所
を
有
す

る
　
③
運
転
免
許
証
を
持
っ
て

い
な
い
　
④
在
宅
障
害
者
福
祉

タ
ク
シ
ー
の
交
付
を
受
け
て
い

な
い
方
。高

齢
者
タ
ク
シ
ー
利
用

券
の
効
果
と
問
題
点
は
。

運
転
に
不
安
が
あ
っ
た

高
齢
者
の
免
許
証
自
主

返
納
が
増
え
、
乗
合
交
通
利
用

促
進
に
一
定
の
効
果
が
あ
っ

た
。
問
題
点
と
し
て
は
、
財
源

の
確
保
と
タ
ク
シ
ー
の
台
数
不

足
が
考
え
ら
れ
る
。

今
後
、
高
齢
者
福
祉
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

高
齢
化
率
は
、
全
国
平

均
を
上
回
り
32
・
３
％
。

お
よ
そ
３
分
の
１
が
65
歳
以

上
。
高
齢
者
の
み
の
世
帯
も
増

加
の
傾
向
で
、
介
護
人
材
の
減

少
も
加
わ
り
、
深
刻
さ
を
増
し

て
い
る
。

　
高
齢
化
の
進
行
を
町
民
全
体

の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、
生
き

が
い
と
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

議員

議員

県は地元の要請
があれば検討

地域共生社会の
充実を目指す

河川の法面改修工事
の予定は

高齢者福祉対策は

　
本
町
で
は
教
育
に
対
す
る
関

心
は
高
く
、
教
育
施
設
の
充
実

は
他
に
誇
れ
る
。
し
か
し
児
童

生
徒
の
学
力
の
定
着
や
通
学
路

の
安
全
確
保
に
は
課
題
が
あ
る
。

学
力
向
上
の
課
題
は
。

読
解
力
に
あ
る
。

読
解
力
の
向
上
は
、
読

書
活
動
の
充
実
に
あ
る

と
考
え
る
。
各
学
校
の
図
書
標

準
冊
数
は
満
た
さ
れ
て
い
る
か
。

中
央
小
学
校
と
中
学
校

で
満
た
し
て
い
な
い
。

通
学
路
の
合
同
点
検

は
、
夏
休
み
中
に
実
施

す
べ
き
で
は
。

各
学
校
の
保
護
者
か
ら

の
聞
き
取
り
ア
ン
ケ
ー

ト
の
集
約
や
一
覧
化
に
時
間
を

要
し
た
。
本
来
な
ら
ば
２
学
期

登
校
前
に

行
う
べ
き

で
あ
っ
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
住
民
の
生

活
は
不
安
な
状
況
が
続
い
て
い

る
。
そ
こ
に
８
月
の
大
雨
で
多

く
の
災
害
も
発
生
し
、
住
民
の

不
安
を
一
層
大
き
く
し
た
。

河
川
の
総
点
検
を
行
う

べ
き
で
は
な
い
か
。

県
が
管
理
す
る
二
級
河

川
が
約
40
㎞
、
町
が
管

理
す
る
普
通
河
川
が
約
25
㎞
あ

る
。

　
町
行
政
の
み
で
の
対
応
は
難

し
く
、自
治
会
な
ど
に
も
相
談
し
、

協
力
を
得
る
必
要
が
あ
る
。

村
木
川
の
稗
木
場
郷
春

田
橋
か
ら
山
角
橋
間
の

法
面
改
修
工
事
の
予
定
は
。

県
に
よ
る
と
、
現
況
が

土
羽
の
護
岸
で
も
、
特

に
侵
食
や

崩
壊
な
ど

が
な
く
健

全
な
状
態

で
あ
る
た

め
、
緊
急

性
は
な
い
と
判
断
し
、
改
修
工

事
の
予
定
は
な
い
。

議員議員議員

議員議員町長

町長

町長

復旧が待たれる林道金屋線

土羽状態の法面

崩壊した法面（大鬼木地区）

町長

町長 議員 町長町長

大雨時の川棚川

町長町長

できる限り支援を
したい

地場産業に支援を

町長

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

議員

議員議員

いきいき百歳体操の様子

町長

教育長

教育長

教育長

　行政に頼らない
「避難態勢」の確
立が急務！指定避
難所以外の身近な避難場所の

支援を充実すべ
き。
「慣れが一番怖い」

つぶ
　やき　林道金屋線の

復旧工事は３年かかるよう

だが、早急に完

了してほしい。

つぶ
　やき　今後に期待が持

てる元気な答弁。
　　　　　　町長の意気込み

に期待しておりま
す。

つぶ
　やき

東小校区通学路
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コ
ロ
ナ
禍
で
地
場
産
業
の
売

上
不
振
が
続
き
支
援
が
求
め
ら

れ
る
。

窯
業
は
各
イ
ベ
ン
ト
中

止
や
大
型
店
舗
の
時
短

営
業
な
ど
、
そ
の
影
響
は
深
刻

で
あ
る
。
本
町
と
し
て
の
支
援

策
は
。

国
・
県
の
支
援
と
し
て
、

展
示
会
の
助
成
な
ど
は

あ
る
が
、
採
択
率
が
悪
い
。
創

意
工
夫
す
る
企
業
に
は
助
成
も

考
え
た
い
。
ま
た
、
来
期
の
陶

器
ま
つ
り
が
中
止
の
場
合
の
費

用
は
支
援
し
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
で
農
産
物
の

価
格
が
下
が
り
、
何
ら

か
の
支
援
が
必
要
と
思
う
が
ど

う
か
。

農
産
物
の
売
り
上
げ
が

減
少
し
農
業
経
営
に
影

響
を
及
ぼ
す
場
合
、
国
・
県
の

事
業
も
利
用
し
な
が
ら
町
独
自

の
支
援
も
検
討
し
た
い
。

　
８
月
の
豪
雨
に
よ
る
土
砂
災

害
な
ど
が
各
地
で
発
生
し
、
行

政
や
自
治
会
な
ど
で
の
被
害
の

確
認
作
業
が
行
わ
れ
た
。

８
月
の
豪
雨
災
害
の
復

旧
計
画
は
関
係
者
に
早

急
に
示
し
て
ほ
し
い
。
特
に
林

道
金
屋
線
や
鬼
木
地
区
の
復
旧

が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
ど
う

か
。

町
の
単
独
事
業
は
難
し

い
。
林
道
金
屋
線
の
上

部
は
林
道
災
害
、
中
間
部
は
治

山
事
業
、
下
部
の
農
地
は
災
害

復
旧
事
業
の
三
区
分
で
行
う
。

ま
た
、
大
鬼
木
地
区
な
ど
の
地

滑
り
は
、
今
年
度
は
国
・
県
が

調
査
し
、
次
年
度
か
ら
本
格
工

事
に
入
る
。

　
今
後
、
人
口
減
少
と
高
齢
者

の
割
合
増
加
が
急
速
に
進
む
。

誰
も
が
波
佐
見
町
に
住
ん
で
よ

か
っ
た
と
思
え
る
施
策
の
一
つ

と
し
て
、
他
の
自
治
体
に
な
い

高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
ま
ち

づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

　

本
年
度
か
ら
高
齢
者
タ

ク
シ
ー
利
用
券※

が
配

布
さ
れ
て
い
る
が
対
象
者
は
。

※

２
０
０
円
券
60
枚

　（
１
万
２
０
０
０
円
分
）

対
象
は
、 

①
75
歳
以
上

②
町
内
に
住
所
を
有
す

る
　
③
運
転
免
許
証
を
持
っ
て

い
な
い
　
④
在
宅
障
害
者
福
祉

タ
ク
シ
ー
の
交
付
を
受
け
て
い

な
い
方
。高

齢
者
タ
ク
シ
ー
利
用

券
の
効
果
と
問
題
点
は
。

運
転
に
不
安
が
あ
っ
た

高
齢
者
の
免
許
証
自
主

返
納
が
増
え
、
乗
合
交
通
利
用

促
進
に
一
定
の
効
果
が
あ
っ

た
。
問
題
点
と
し
て
は
、
財
源

の
確
保
と
タ
ク
シ
ー
の
台
数
不

足
が
考
え
ら
れ
る
。

今
後
、
高
齢
者
福
祉
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

高
齢
化
率
は
、
全
国
平

均
を
上
回
り
32
・
３
％
。

お
よ
そ
３
分
の
１
が
65
歳
以

上
。
高
齢
者
の
み
の
世
帯
も
増

加
の
傾
向
で
、
介
護
人
材
の
減

少
も
加
わ
り
、
深
刻
さ
を
増
し

て
い
る
。

　
高
齢
化
の
進
行
を
町
民
全
体

の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、
生
き

が
い
と
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

議員

議員

県は地元の要請
があれば検討

地域共生社会の
充実を目指す

河川の法面改修工事
の予定は

高齢者福祉対策は

　
本
町
で
は
教
育
に
対
す
る
関

心
は
高
く
、
教
育
施
設
の
充
実

は
他
に
誇
れ
る
。
し
か
し
児
童

生
徒
の
学
力
の
定
着
や
通
学
路

の
安
全
確
保
に
は
課
題
が
あ
る
。

学
力
向
上
の
課
題
は
。

読
解
力
に
あ
る
。

読
解
力
の
向
上
は
、
読

書
活
動
の
充
実
に
あ
る

と
考
え
る
。
各
学
校
の
図
書
標

準
冊
数
は
満
た
さ
れ
て
い
る
か
。

中
央
小
学
校
と
中
学
校

で
満
た
し
て
い
な
い
。

通
学
路
の
合
同
点
検

は
、
夏
休
み
中
に
実
施

す
べ
き
で
は
。

各
学
校
の
保
護
者
か
ら

の
聞
き
取
り
ア
ン
ケ
ー

ト
の
集
約
や
一
覧
化
に
時
間
を

要
し
た
。
本
来
な
ら
ば
２
学
期

登
校
前
に

行
う
べ
き

で
あ
っ
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
住
民
の
生

活
は
不
安
な
状
況
が
続
い
て
い

る
。
そ
こ
に
８
月
の
大
雨
で
多

く
の
災
害
も
発
生
し
、
住
民
の

不
安
を
一
層
大
き
く
し
た
。

河
川
の
総
点
検
を
行
う

べ
き
で
は
な
い
か
。

県
が
管
理
す
る
二
級
河

川
が
約
40
㎞
、
町
が
管

理
す
る
普
通
河
川
が
約
25
㎞
あ

る
。

　
町
行
政
の
み
で
の
対
応
は
難

し
く
、自
治
会
な
ど
に
も
相
談
し
、

協
力
を
得
る
必
要
が
あ
る
。

村
木
川
の
稗
木
場
郷
春

田
橋
か
ら
山
角
橋
間
の

法
面
改
修
工
事
の
予
定
は
。

県
に
よ
る
と
、
現
況
が

土
羽
の
護
岸
で
も
、
特

に
侵
食
や

崩
壊
な
ど

が
な
く
健

全
な
状
態

で
あ
る
た

め
、
緊
急

性
は
な
い
と
判
断
し
、
改
修
工

事
の
予
定
は
な
い
。

議員議員議員

議員議員町長

町長

町長

復旧が待たれる林道金屋線

土羽状態の法面

崩壊した法面（大鬼木地区）

町長

町長 議員 町長町長

大雨時の川棚川

町長町長

できる限り支援を
したい

地場産業に支援を

町長

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

議員

議員議員

いきいき百歳体操の様子

町長

教育長

教育長

教育長

　行政に頼らない
「避難態勢」の確
立が急務！指定避
難所以外の身近な避難場所の

支援を充実すべ
き。
「慣れが一番怖い」

つぶ
　やき　林道金屋線の

復旧工事は３年かかるよう

だが、早急に完

了してほしい。

つぶ
　やき　今後に期待が持

てる元気な答弁。
　　　　　　町長の意気込み

に期待しておりま
す。

つぶ
　やき

東小校区通学路
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新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
休
業
時

短
要
請
や
外
出
自
粛
に
伴
い
事

業
者
は
今
後
も
厳
し
い
状
況
が

続
く
。

本
町
独
自
の
緊
急
経
済

支
援
な
ど
は
追
加
で
き

な
い
か
。飲

食
店
な
ど
に
は
給
付

金
が
支
給
さ
れ
る
が
期

間
も
長
引
き
町
単
独
で
加
算
金

の
支
給
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

該
当
す
る
飲
食
店
以
外
で
８
月

９
月
に
お
い
て
売
り
上
げ
が
50
％

以
上
減
少
し
た
事
業
者
に
は
月

10
万
円
を
２
か
月
分
給
付
す
る

と
い
う
県
の
提
案
が
あ
り
、
減

少
率
で
支
援
が
な
い
事
業
者

は
、
町
単
独
で
検
討
し
て
い
る
。

　
県
立
波
佐
見
高
等
学
校
支
援

事
業
は
、
入
学
支
援
金
な
ど
で

他
校
と
の
差
別
化
を
図
り
、
存

続
の
た
め
の
生
徒
確
保
を
目
的

と
し
て
い
る
。

公
正
公
平
に
な
る
よ
う

川
棚
高
校
に
入
学
す
る

波
佐
見
中
学
生
に
も
経
済
的
に

何
ら
か
の
支
援
は
で
き
な
い
か
。

波
佐
見
高
校
存
続
に
寄

与
す
る
こ
と
と
は
な
ら

な
い
た
め
、
実
施
す
る
こ
と
は

な
い
。
な
お
、
本
町
の
波
佐
見

高
校
支
援
を
受
け
て
川
棚
町
議

会
に
お
い
て
も
川
棚
高
校
支
援

に
関
す
る
議
論
が
あ
り
、
今
後

の
動
き
も
注
視
し
た
い
。

　
昭
和
40
年
代
に
建

て
ら
れ
た
町
営
住
宅

は
、
老
朽
化
が
著
し

く
床
面
積
も
狭
く
現

在
の
住
宅
需
要
に

合
っ
て
い
な
い
。

今
後
の
町

営
住
宅
計

画
は
。

平
成
31
（
令
和
元
）
年

度
か
ら
の
後
期
５
か
年

の
計
画
で
は
、
点
検
、
修
繕
・

改
善
に
よ
る
維
持
管
理
を
実
施

し
、
入
居
者
の
意
見
も
聞
き
な

が
ら
建
替
計
画
や
改
修
を
検
討

し
て
い
る
。

　
教
育
委
員
会
事
務
局
の
新
庁

舎
へ
の
移
転
計
画
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。移

転
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

庁
舎
と
教
委
事
務
局
が

離
れ
て
い
て
は
、
情
報

共
有
不
足
や
連
携
の
希
薄
が
生

じ
る
。
年
々
増
加
す
る
様
々
な

課
題
へ
の
迅
速
な
対
応
も
難
し

く
な
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
諸
問
題
解
決
の
た

め
移
転
が
必
要
で
、
こ
の
こ
と

自
体
が
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

　
デ
メ
リ
ッ
ト
で
は
な
い
が
、

総
合
文
化
会
館
の
管
理
面
に
不

安
の
声
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
。

意
見
公
募
で
寄
せ
ら
れ

た
団
体
か
ら
の
懸
念
へ

の
対
応
は
。

趣
旨
は
、
同
会
館
の
管

理
と
社
会
教
育
事
業
の

関
連
性
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

　
管
理
は
外
部
委
託
し
、
社
会

教
育
事
業
は
新
庁
舎
で
各
部
局

と
連
携
が
深
ま
り
、
一
層
充
実

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
町
広
報

誌
で
公
表
し
て
い
る
。
ま
た
、

該
当
団
体
に
は
説
明
し
た
い
。

同
会
館
に
は
職
員
の
常

駐
が
必
要
。
委
託
は
経

費
の
無
駄
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

教
委
職
員
も
適
宜
、
同

会
館
で
業
務
を
行
い
、

外
郭
団
体
と
連
携
を
図
り
、
適

切
な
会
館
事
業
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

議員

議員

議員

研究したい計画通り実施

情報発信の見直しを教委事務局移転は
見直しを

　
町
民
へ
の
情
報
伝
達
の
媒
体

と
し
て
、
広
報
紙
・
回
覧
板
・

防
災
無
線
・
ラ
イ
ン
＠
が
あ
る
。

自
治
会
未
加
入
世
帯
に

も
広
報
は
さ
み
を
配
布

で
き
な
い
か
。

加
入
を
促
進
し
て
い
る

た
め
、
個
別
配
布
ま
で

は
考
え
て
い
な
い
。

朝
夕
の
防
災
無
線
の
放

送
内
容
を
、ラ
イ
ン
＠
に

掲
載
で
き
な
い
か
。

利
用
者
が
煩
わ
し
く
思

い
、
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
人

が
増
え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

利
用
者
が
ほ
し
い
情
報

を
選
択
し
、
受
信
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
な
い
か
。

か
か
る
費
用
な
ど
も
含

め
、
情
報
発
信
の
あ
り

方
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
避
難
時
は
ペ
ッ
ト
同
行
が
原

則
と
な
っ
て
い
る
が
、
知
ら
な

い
人
も
多
く
、
受
け
入
れ
体
制

も
十
分
と
は
言
え
な
い
。

同
行
避
難※

を
ス
ム
ー

ズ
に
進
め
る
た
め
に
ど

う
取
り
組
む
か
。

文
化
会
館
の
大
道
具
室

を
ペ
ッ
ト
専
用
避
難
場

所
と
指
定
し
て
い
る
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
で
啓
発
を
図

る
。

同
伴
避
難※

ス
ペ
ー
ス

を
事
前
に
確
保
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

利
用
者
数
や
一
般
利
用

者
に
配
慮
す
れ
ば
、
限

ら
れ
た
施
設
内
で
同
伴
避
難
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と
は
難

し
い
。

※

同
行
避
難…

ペ
ッ
ト
と
避
難

所
ま
で
一
緒
に
避
難
す
る
こ
と

　
同
伴
避
難…

他
の
避
難
者
が

い
る
ス
ペ
ー
ス
な
ど
で
ペ
ッ
ト

と
一
緒
に
避
難
生
活
す
る
こ
と

議員議員議員

議員

町長

町長

町長

【福岡市のライン＠ 】
情報がカテゴリー化
され選択できる。

ペット避難所

町長町長

議員町長議員町長

議員町長 議員

町長町長

積極的に支援したい

本町単独の経済支援を

町長

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

議員

議員議員

町長

町長

町長

教育委員会がある総合文化会館

　教委事務局の移
転は、会館運営委
員会、ＰＴＡなど、
もっと多くの意見を聴くべ

き。
　移転して困るの
は利用する町民で
ある。

つぶ
　やき 　コロナ経済支

援で協力金をも
らえない事業者もある。

　経営が厳しく
何らかの支援を
お願いしたい。

つぶ
　やき

　議会放送を観
た人から、同伴避
難じゃないと避難
できないとの意見が多数き

た。難しいのは
承知のうえだ
が、まず研究か
らしてほしい。

つぶ
　やき

県立波佐見高校支援事業
入学支援金

通学費支援金

通学困難者家賃等支援金

進学費支援

部活動遠征費補助

事業予算合計額・年間1000万円

・町内10万円　・町外5万円

通学用定期券購入費の半額

下宿代・賃貸住宅費の半額

大学・短大・専修学校等の受験料補助

遠征費貸切バス等の利用費用（予算年額100万円）

（生徒1人につき）

（月額上限5千円）

（1人上限3万円）

・下宿/月額上限1万円
・賃貸/月額上限2万円

（令和4年度から実施）

（令和4年度から実施）

（令和4年度から実施）

（令和3年度から実施）

（令和3年度から実施）
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新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
休
業
時

短
要
請
や
外
出
自
粛
に
伴
い
事

業
者
は
今
後
も
厳
し
い
状
況
が

続
く
。

本
町
独
自
の
緊
急
経
済

支
援
な
ど
は
追
加
で
き

な
い
か
。飲

食
店
な
ど
に
は
給
付

金
が
支
給
さ
れ
る
が
期

間
も
長
引
き
町
単
独
で
加
算
金

の
支
給
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

該
当
す
る
飲
食
店
以
外
で
８
月

９
月
に
お
い
て
売
り
上
げ
が
50
％

以
上
減
少
し
た
事
業
者
に
は
月

10
万
円
を
２
か
月
分
給
付
す
る

と
い
う
県
の
提
案
が
あ
り
、
減

少
率
で
支
援
が
な
い
事
業
者

は
、
町
単
独
で
検
討
し
て
い
る
。

　
県
立
波
佐
見
高
等
学
校
支
援

事
業
は
、
入
学
支
援
金
な
ど
で

他
校
と
の
差
別
化
を
図
り
、
存

続
の
た
め
の
生
徒
確
保
を
目
的

と
し
て
い
る
。

公
正
公
平
に
な
る
よ
う

川
棚
高
校
に
入
学
す
る

波
佐
見
中
学
生
に
も
経
済
的
に

何
ら
か
の
支
援
は
で
き
な
い
か
。

波
佐
見
高
校
存
続
に
寄

与
す
る
こ
と
と
は
な
ら

な
い
た
め
、
実
施
す
る
こ
と
は

な
い
。
な
お
、
本
町
の
波
佐
見

高
校
支
援
を
受
け
て
川
棚
町
議

会
に
お
い
て
も
川
棚
高
校
支
援

に
関
す
る
議
論
が
あ
り
、
今
後

の
動
き
も
注
視
し
た
い
。

　
昭
和
40
年
代
に
建

て
ら
れ
た
町
営
住
宅

は
、
老
朽
化
が
著
し

く
床
面
積
も
狭
く
現

在
の
住
宅
需
要
に

合
っ
て
い
な
い
。

今
後
の
町

営
住
宅
計

画
は
。

平
成
31
（
令
和
元
）
年

度
か
ら
の
後
期
５
か
年

の
計
画
で
は
、
点
検
、
修
繕
・

改
善
に
よ
る
維
持
管
理
を
実
施

し
、
入
居
者
の
意
見
も
聞
き
な

が
ら
建
替
計
画
や
改
修
を
検
討

し
て
い
る
。

　
教
育
委
員
会
事
務
局
の
新
庁

舎
へ
の
移
転
計
画
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。移

転
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

庁
舎
と
教
委
事
務
局
が

離
れ
て
い
て
は
、
情
報

共
有
不
足
や
連
携
の
希
薄
が
生

じ
る
。
年
々
増
加
す
る
様
々
な

課
題
へ
の
迅
速
な
対
応
も
難
し

く
な
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
諸
問
題
解
決
の
た

め
移
転
が
必
要
で
、
こ
の
こ
と

自
体
が
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

　
デ
メ
リ
ッ
ト
で
は
な
い
が
、

総
合
文
化
会
館
の
管
理
面
に
不

安
の
声
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
。

意
見
公
募
で
寄
せ
ら
れ

た
団
体
か
ら
の
懸
念
へ

の
対
応
は
。

趣
旨
は
、
同
会
館
の
管

理
と
社
会
教
育
事
業
の

関
連
性
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

　
管
理
は
外
部
委
託
し
、
社
会

教
育
事
業
は
新
庁
舎
で
各
部
局

と
連
携
が
深
ま
り
、
一
層
充
実

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
町
広
報

誌
で
公
表
し
て
い
る
。
ま
た
、

該
当
団
体
に
は
説
明
し
た
い
。

同
会
館
に
は
職
員
の
常

駐
が
必
要
。
委
託
は
経

費
の
無
駄
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

教
委
職
員
も
適
宜
、
同

会
館
で
業
務
を
行
い
、

外
郭
団
体
と
連
携
を
図
り
、
適

切
な
会
館
事
業
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

議員

議員

議員

研究したい計画通り実施

情報発信の見直しを教委事務局移転は
見直しを

　
町
民
へ
の
情
報
伝
達
の
媒
体

と
し
て
、
広
報
紙
・
回
覧
板
・

防
災
無
線
・
ラ
イ
ン
＠
が
あ
る
。

自
治
会
未
加
入
世
帯
に

も
広
報
は
さ
み
を
配
布

で
き
な
い
か
。

加
入
を
促
進
し
て
い
る

た
め
、
個
別
配
布
ま
で

は
考
え
て
い
な
い
。

朝
夕
の
防
災
無
線
の
放

送
内
容
を
、ラ
イ
ン
＠
に

掲
載
で
き
な
い
か
。

利
用
者
が
煩
わ
し
く
思

い
、
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
人

が
増
え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

利
用
者
が
ほ
し
い
情
報

を
選
択
し
、
受
信
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
な
い
か
。

か
か
る
費
用
な
ど
も
含

め
、
情
報
発
信
の
あ
り

方
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
避
難
時
は
ペ
ッ
ト
同
行
が
原

則
と
な
っ
て
い
る
が
、
知
ら
な

い
人
も
多
く
、
受
け
入
れ
体
制

も
十
分
と
は
言
え
な
い
。

同
行
避
難※

を
ス
ム
ー

ズ
に
進
め
る
た
め
に
ど

う
取
り
組
む
か
。

文
化
会
館
の
大
道
具
室

を
ペ
ッ
ト
専
用
避
難
場

所
と
指
定
し
て
い
る
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
で
啓
発
を
図

る
。

同
伴
避
難※

ス
ペ
ー
ス

を
事
前
に
確
保
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

利
用
者
数
や
一
般
利
用

者
に
配
慮
す
れ
ば
、
限

ら
れ
た
施
設
内
で
同
伴
避
難
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と
は
難

し
い
。

※

同
行
避
難…

ペ
ッ
ト
と
避
難

所
ま
で
一
緒
に
避
難
す
る
こ
と

　
同
伴
避
難…

他
の
避
難
者
が

い
る
ス
ペ
ー
ス
な
ど
で
ペ
ッ
ト

と
一
緒
に
避
難
生
活
す
る
こ
と

議員議員議員

議員

町長

町長

町長

【福岡市のライン＠ 】
情報がカテゴリー化
され選択できる。

ペット避難所

町長町長

議員町長議員町長

議員町長 議員

町長町長

積極的に支援したい

本町単独の経済支援を

町長

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

議員

議員議員

町長

町長

町長

教育委員会がある総合文化会館

　教委事務局の移
転は、会館運営委
員会、ＰＴＡなど、
もっと多くの意見を聴くべ

き。
　移転して困るの
は利用する町民で
ある。

つぶ
　やき 　コロナ経済支

援で協力金をも
らえない事業者もある。

　経営が厳しく
何らかの支援を
お願いしたい。

つぶ
　やき

　議会放送を観
た人から、同伴避
難じゃないと避難
できないとの意見が多数き

た。難しいのは
承知のうえだ
が、まず研究か
らしてほしい。

つぶ
　やき

県立波佐見高校支援事業
入学支援金

通学費支援金

通学困難者家賃等支援金

進学費支援

部活動遠征費補助

事業予算合計額・年間1000万円

・町内10万円　・町外5万円

通学用定期券購入費の半額

下宿代・賃貸住宅費の半額

大学・短大・専修学校等の受験料補助

遠征費貸切バス等の利用費用（予算年額100万円）

（生徒1人につき）

（月額上限5千円）

（1人上限3万円）

・下宿/月額上限1万円
・賃貸/月額上限2万円

（令和4年度から実施）

（令和4年度から実施）

（令和4年度から実施）

（令和3年度から実施）

（令和3年度から実施）
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２
０
２
５
年
に
長
崎
県
で
国

民
文
化
祭
及
び
全
国
障
害
者
芸

術
文
化
祭
が
初
開
催
さ
れ
る
。

サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と
な

る
波
佐
見
町
講
堂
で
の

計
画
は
。本

年
度
は
「
波
佐
見
講

堂
・
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」 

を
国
民
文
化
祭
の

機
運
醸
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て

実
施
す
る
。

　
今
後
、
県
の
実
行
委
員
会
な

ど
の
組
織
が
立
ち
上
が
り
、
具

体
的
な
事
業
計
画
の
協
議
が
始

ま
る
。

国
民
文
化
祭
に
向
け
た

講
堂
周
辺
の
景
観
整
備

が
必
要
で
は
。

講
堂
と
一
体
と
な
っ
た

景
観
整
備
が
で
き
れ
ば

来
訪
者
の
印
象
や
利
便
性
も
良

く
な
る
と
思
わ
れ
る
。
ど
の
よ

う
な
整
備
が
可
能
か
検
討
す

る
。

管
理
体
制
は
。

講
堂
の
開
放
と
保
全
業

務
を
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
波

佐
見
講
堂
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」
に

委
託
し
て
い
る
。

講
堂
は
、
音
響
も
良
く

有
志
に
よ
る
音
楽
イ
ベ

ン
ト
も
何
度
か
開
催
さ
れ
て
い

る
場
所
で
も
あ
る
。
今
後
、
講

堂
に
「
ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
」

を
置
く
事
に
よ
り
、
活
性
化
に

つ
な
げ
ら
れ
る
と
思
う
が
ど
う

か
。

適
切
に
使
用
で
き
る
方

法
を
講
堂
フ
ァ
ン
ク
ラ

ブ
と
協
議
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

ピ
ア
ノ
に
イ
ン
ス
タ
映

え
す
る
ペ
イ
ン
ト
が
で

き
な
い
か
。

今
あ
る
ピ
ア
ノ
と
の
関

係
に
な
る
が
、
講
堂

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
と
一
緒
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　
西
ノ
原
土
地

区
画
整
理
事
業

は
、
着
工
か
ら

22
年
が
経
ち
、

完
成
ま
で
あ
と

約
50
年
か
か
る

と
い
わ
れ
て
い

る
。
事
業
の
加

速
化
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

本
事
業

は
な
ぜ

遅
れ
て
い
る
の

か
。

　

中
央
小
学
校
に
27
億
２

７
０
０
万
円
、
総
合
文

化
会
館
に
21
億
６
０
０
０
万
円

の
建
設
費
を
要
し
た
。
こ
の
返

済
が
最
大
の
要
因
で
あ
る
。

長
与
町
は
完
了
ま
で
あ

と
５
年
、
時
津
町
は
あ

と
８
年
で
あ
る
。

　
職
員
数
は
、
長
与
町
が
10
名

（
県
職
２
名
）、時
津
町
が
８
名
。

本
町
は
何
名
で
、
仕
事
量
は
。

担
当
者
を
１
名
建
設
課

に
配
属
し
て
い
る
。
建

設
一
般
業
務
と
半
々
が
本
事
業

と
な
る
。

本
事
業
は
、
そ
ん
な
に

簡
単
な
業
務
な
の
か
。

簡
単
な
業
務
で
は
な
い
。

大
変
な
事
業
で
あ
る
。

町
長
は
、
就
任
以
来
23

年
と
い
う
長
き
に
わ
た

り
、
い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
事
業

を
思
う
よ
う
に
進
め
ら
れ
な

か
っ
た
。
最
後
は
こ
の
問
題
に

決
着
を
つ
け
て
有
終
の
美
を

飾
っ
て
は
ど
う
か
。
キ
ー
ワ
ー

ド
は
『
今
』
で
あ
り
、
大
い
に

期
待
す
る
。

大
変
過
大
な
期
待
を
い

た
だ
い
た
が
、
そ
う
い

う
気
持
ち
で
や
っ
て
い
く
。
で

き
る
こ
と
は
で
き
る
、
で
き
な

い
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し

チ
ャ
レ
ン
ジ
は
す
る
。
よ
り
よ

い
西
ノ
原
土
地
区
画
整
理
事
業

の
育
成
が
で
き
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
く
。

議員

議員議員議員

議員

令和４年度の当初
予算に

そういう気持ちで
やっていく

寮費補助の公表は
いつ

事業推進の加速化に
大胆な動きを

　
８
月
に
「
大
雨
特
別
警
報
」

が
本
町
に
初
め
て
発
令
さ
れ
、

倒
壊
家
屋
が
発
生
す
る
な
ど
の

大
き
な
爪
痕
を
残
し
た
。

　

町
内
全
域
に
避
難
指
示

が
出
さ
れ
た
が
、
実
際

に
避
難
し
た
人
の
数
と
割
合
は
。

ピ
ー
ク
時
は
、
55
世
帯

１
３
０
名
で
人
口
の
約

０
・
９
％
だ
っ
た
。

空
き
家
が
災
害
の
原
因

に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

特
定
空
き
家
に
指
定
し
、
改
善

で
き
な
い
か
。

倒
壊
の
危
険
が
あ
る
家

屋
が
７
軒
あ
る
と
把
握

し
て
い
る
。
地
区
か
ら
要
望
が

あ
れ
ば
、
所
有
者
に
対
策
を
促

し
た
い
。

　
７
月
の
臨
時
議
会
で
波
佐
見

高
校
へ
の
支
援
策
と
し
て
補
正

予
算
が
組
ま
れ
た
が
、
志
願
状

況
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
。

入
学
金
を
補
助
し
て
も

志
願
者
増
は
期
待
で
き

な
い
。
遠
す
ぎ
て
通
学
で
き
な

い
生
徒
を
受
け
入
れ
る
た
め
に

は
寮
費
の
補
助
が
よ
り
効
果
的

だ
と
思
う
。
公
表
が
遅
れ
た
ら

令
和
４
年
度
の
入
学
者
増
に
間

に
合
わ
な
い
と
思
う
が
、
い
つ

予
算
化
す
る
考
え
か
。

高
校
の
補
助
要
綱
に
設

け
て
い
る
の
で
、
４
年
度

の
当
初
予
算
に
要
求
す
る
予
定
。

波
佐
見
高
校
存
続
の
た

め
の
一
連
の
支
援
は
、

地
域
振
興
策
だ
と
考
え
る
が
。

本
町
の
大
き
な
活
性
化
、

知
名
度
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
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議員町長

町長町長

倒壊家屋横の山

町長議員町長議員町長

議員町長
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どのような整備が
可能か検討する

講堂周辺の景観整備は
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町長 町長

教育長

　６月議会の答弁

にあった災害時の

備蓄目標量の「人口の５％、

3日分」は妥当な

数だろうか。

つぶ
　やき　熱い思いと運動

により、守ってこ
られた委託先の意見を取り入

れながら、より良
い保存・利活用を
図ってほしい。

つぶ
　やき

①職員体制（増員）
　を整え
②予算を計上し
③町長が（政治的に）動く。

３つが揃うと内示
額は上昇する。
　『やる気』の表明
が大事。

つぶ
　やき

教育長

教育長

東京都庁にあるストリートピアノ

7月発表の志願状況

学科 定員 希望者 倍率 前年７月
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商　業

合計
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２
０
２
５
年
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長
崎
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で
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民
文
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祭
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び
全
国
障
害
者
芸

術
文
化
祭
が
初
開
催
さ
れ
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。

サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と
な
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波
佐
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堂
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の

計
画
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。本
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は
「
波
佐
見
講

堂
・
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
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文
化
祭
の

機
運
醸
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プ
ロ
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と
し
て

実
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す
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。
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協
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Ｏ
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。
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有
志
に
よ
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音
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も
何
度
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催
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て
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場
所
で
も
あ
る
。
今
後
、
講

堂
に
「
ス
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ピ
ア
ノ
」

を
置
く
事
に
よ
り
、
活
性
化
に

つ
な
げ
ら
れ
る
と
思
う
が
ど
う

か
。

適
切
に
使
用
で
き
る
方

法
を
講
堂
フ
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ン
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ブ
と
協
議
し
な
が
ら
検
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す
る
。

ピ
ア
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に
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ン
ス
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え
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る
ペ
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ト
が
で
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か
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今
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る
ピ
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と
の
関

係
に
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が
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堂
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緒
に
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し
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い
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ノ
原
土
地

区
画
整
理
事
業

は
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着
工
か
ら

22
年
が
経
ち
、

完
成
ま
で
あ
と

約
50
年
か
か
る

と
い
わ
れ
て
い

る
。
事
業
の
加

速
化
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

本
事
業

は
な
ぜ

遅
れ
て
い
る
の

か
。

　

中
央
小
学
校
に
27
億
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７
０
０
万
円
、
総
合
文

化
会
館
に
21
億
６
０
０
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万
円

の
建
設
費
を
要
し
た
。
こ
の
返

済
が
最
大
の
要
因
で
あ
る
。

長
与
町
は
完
了
ま
で
あ

と
５
年
、
時
津
町
は
あ

と
８
年
で
あ
る
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職
員
数
は
、
長
与
町
が
10
名

（
県
職
２
名
）、時
津
町
が
８
名
。

本
町
は
何
名
で
、
仕
事
量
は
。

担
当
者
を
１
名
建
設
課

に
配
属
し
て
い
る
。
建

設
一
般
業
務
と
半
々
が
本
事
業

と
な
る
。

本
事
業
は
、
そ
ん
な
に

簡
単
な
業
務
な
の
か
。

簡
単
な
業
務
で
は
な
い
。

大
変
な
事
業
で
あ
る
。

町
長
は
、
就
任
以
来
23

年
と
い
う
長
き
に
わ
た

り
、
い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
事
業

を
思
う
よ
う
に
進
め
ら
れ
な

か
っ
た
。
最
後
は
こ
の
問
題
に

決
着
を
つ
け
て
有
終
の
美
を

飾
っ
て
は
ど
う
か
。
キ
ー
ワ
ー

ド
は
『
今
』
で
あ
り
、
大
い
に

期
待
す
る
。

大
変
過
大
な
期
待
を
い

た
だ
い
た
が
、
そ
う
い

う
気
持
ち
で
や
っ
て
い
く
。
で

き
る
こ
と
は
で
き
る
、
で
き
な

い
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し

チ
ャ
レ
ン
ジ
は
す
る
。
よ
り
よ

い
西
ノ
原
土
地
区
画
整
理
事
業

の
育
成
が
で
き
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
く
。
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令和４年度の当初
予算に

そういう気持ちで
やっていく

寮費補助の公表は
いつ

事業推進の加速化に
大胆な動きを

　
８
月
に
「
大
雨
特
別
警
報
」

が
本
町
に
初
め
て
発
令
さ
れ
、

倒
壊
家
屋
が
発
生
す
る
な
ど
の

大
き
な
爪
痕
を
残
し
た
。

　

町
内
全
域
に
避
難
指
示

が
出
さ
れ
た
が
、
実
際

に
避
難
し
た
人
の
数
と
割
合
は
。

ピ
ー
ク
時
は
、
55
世
帯

１
３
０
名
で
人
口
の
約

０
・
９
％
だ
っ
た
。

空
き
家
が
災
害
の
原
因

に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

特
定
空
き
家
に
指
定
し
、
改
善

で
き
な
い
か
。

倒
壊
の
危
険
が
あ
る
家

屋
が
７
軒
あ
る
と
把
握

し
て
い
る
。
地
区
か
ら
要
望
が

あ
れ
ば
、
所
有
者
に
対
策
を
促

し
た
い
。

　
７
月
の
臨
時
議
会
で
波
佐
見

高
校
へ
の
支
援
策
と
し
て
補
正

予
算
が
組
ま
れ
た
が
、
志
願
状

況
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
。

入
学
金
を
補
助
し
て
も

志
願
者
増
は
期
待
で
き

な
い
。
遠
す
ぎ
て
通
学
で
き
な

い
生
徒
を
受
け
入
れ
る
た
め
に

は
寮
費
の
補
助
が
よ
り
効
果
的

だ
と
思
う
。
公
表
が
遅
れ
た
ら

令
和
４
年
度
の
入
学
者
増
に
間

に
合
わ
な
い
と
思
う
が
、
い
つ

予
算
化
す
る
考
え
か
。

高
校
の
補
助
要
綱
に
設

け
て
い
る
の
で
、
４
年
度

の
当
初
予
算
に
要
求
す
る
予
定
。

波
佐
見
高
校
存
続
の
た

め
の
一
連
の
支
援
は
、

地
域
振
興
策
だ
と
考
え
る
が
。

本
町
の
大
き
な
活
性
化
、
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度
ア
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プ
に
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
て
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る
。
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にあった災害時の

備蓄目標量の「人口の５％、

3日分」は妥当な

数だろうか。

つぶ
　やき　熱い思いと運動

により、守ってこ
られた委託先の意見を取り入

れながら、より良
い保存・利活用を
図ってほしい。

つぶ
　やき

①職員体制（増員）
　を整え
②予算を計上し
③町長が（政治的に）動く。

３つが揃うと内示
額は上昇する。
　『やる気』の表明
が大事。
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　やき
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議
会
だ
よ
り
●
令
和
３
年
11
月
12
日
発
行
　
●
発
行
／
長
崎
県
波
佐
見
町
議
会 

〒
８
５
９-

３
７
９
１ 

波
佐
見
町
宿
郷
６
６
０
番
地
　
●
編
集
／
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会
　  

印
刷
／
株
式
会
社
康
真
堂
印
刷

　実
り
の
秋
も
終
え
、
農
家
で
は
田

畑
に
感
謝
の
「
礼
肥
」
を
与
え
ら
れ

て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
来
春
に
大

き
な
期
待
を
抱
い
て
、「
寒
肥
」
を

与
え
ら
れ
、
新
た
な
出
発
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

　『議
会
だ
よ
り
』
も
町
民
の
皆
様

か
ら
の
貴
重
な
ご
意
見
・
ご
要
望
に

感
謝
し
な
が
ら
、
議
会
の
活
動
を
分

か
り
や
す
く
編
集
し
て
い
ま
す
。

　今
後
と
も
町
民
の
皆
様
に
ご
愛
読

い
た
だ
け
る
こ
と
を
切
に
願
い
、
広

報
委
員
一
同
、
一
層
精
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
　
　
　
　（田
添
有
喜
）

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

委
　
員
　
長

副
委
員
長

委
　
　
　
員

議
　
　
　
長

北
　
村
　
清
　
美

福
　
田
　
勝
　
也

岡
　
村
　
達
　
馬

田
　
添
　
有
　
喜

岡
　
村
　
真
由
美

澤
　
田
　
昭
　
則

百
　
武
　
辰
　
美

発
行
責
任
者

　
編
集
後
記

傍聴者の声 ９月定例会には延べ52人の傍聴者がありました。
いただいたご意見を紹介します。

れ
い
ご
え

か
ん
ご
え

傍聴者アンケートから 傍聴者アンケートから

→ 音声がよく聞き取れなかった。
　 発言者（答弁者）によって違った。

→ ・前列の一番窓側は見づらかった。
　・議員の顔が見えにくかった。　・モニターが小さかった。

１．年代　
　　５０代男性　　１名　　　６０代男性　５名　　　７０代男性　３名　　　７０代女性　１２名

２．音声
　　○　聞きやすかった　　１３名
　　●　聞きづらかった　　　４名

３．テレビモニター
　　○　見やすかった　　　　９名
　　●　見づらかった　　　　４名

　帰宅して、ケーブルテレビで議会
を観られてよかった。生中継放送で、
議会への関心が深まると思う。

　傍聴席からは、執行部の答弁される方の
顔がよく見えません。もう少し顔を上げて
話されてはどうでしょうか。

　単なる思いつきではなく、地域や現
場の声を具体的に調査・研鑽に基づく
質問は、町当局と議員の間で、よい意
味で緊張感をもたらすと期待している。

　運転免許証を返納したいのですが川
棚警察署まで持って行かないといけま
せん。一人暮らしなので、役場で返納
手続きができないでしょうか。

　今回から生中継が実現されました。今後とも町行政全
般にケーブルテレビを活用することで、町民と町政を結
びつける一助に有効なツールとなっていくことと思う。

次回定例会は12月8日から15日までを予定しています。

1 年代 2 音声 3 テレビモニター

５０代男性

6０代男性

7０代男性

7０代女性

1名

5名

3名

12名

○  聞きやすかった　１３名
●  聞きづらかった　  ４名

○  見やすかった　　９名
●  見づらかった　　４名

→ ・音声がよく聞き取
　　れなかった。
　 ・発言者（答弁者）に
　　よって違った。

→ ・前列の一番窓側は見
　　づらかった。
　・議員の顔が見えにくか
　　った。
　・モニターが小さかった。


